
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部部材 (12) 下部部材 (14)を有するディスク駆動装置のエンクロージャと、
　 相互に平行した、上部クロス
部材 と下部クロス部材 １以上の中間クロス部材 を有し、 上部
クロス部材 と下部クロス部材 １以上の中間クロス部材 垂
直 側部部材 に結合 、上記下部 およ
び中間クロス部材 それぞれ ディスク駆動装置を

取付ブラケットを有し

　 上記
取付ブラケットの に係合 、

駆
動ベリー・プレートと、
　ディスク駆動装置を、

上記側部部材 に取りはずし可能
に結合させる結合装置 と

ディスク駆動 は、 上記結合装置と上記
ベリー・プレートとにより上記上部構造中にしっかりと保持されることを特徴とするディ
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および
上記エンクロージャ内に位置する上部構造 (16)であって、
(18) (22)および (26) それらの

(18) (22)および (26)は、それらに
で幅方向に離間した (20, 24) されており クロス部材 (22)

(26) は、１対の 前記幅方向に並べて収容し
支持するよう、１対の 、各取付ブラケットは１のディスク駆動装置
を保持するよう左および右の保持タブ (50, 52)を有してなる、上部構造 (16)と、

ディスク駆動装置に取り外し可能に結合される駆動ベリー・プレート (32)にして、
左および右の保持タブ (50, 52)に着脱自在 できて 駆動ベリー・

プレートの結合されたディスク駆動装置を奥行き方向に挿入および取り外し可能とする

それに結合された駆動ベリー・プレートと取付ブラケットの１つ
とを係合させて上記上部構造に挿入した後で、 の一方のみ

(70)
を備え、
それにより 装置 上記側部部材の一方のみに作用する



スク駆動装置のエンクロージャ装置。
【請求項２】
　請求項１記載のディスク駆動装置のエンクロージャ装置において、 エンクロージャ
に取り付けられる電気コネクタ取付プレート・アセンブリ (104)を有し、その電気コネク
タ取付ケーブル・アセンブリに、 電気コ
ネクタが ことを特徴とするディスク駆動装置のエンクロージャ装置。
【請求項３】
　 、
　

　

ことを特徴とするディスク駆動装置のエンクロージャ装置。
【請求項４】
　
　ディスク駆動装置 配線ケーブル 取付け 電気コネクタが 電気コネク
タ取付プレート・アセンブリ 電気コネクタ取付プレート・アセンブリ

電気コネクタ 取付け可能な開口を有し、且つ、上部エッジにおけるクリップ
・フィンガ 定位置拘束タブ 下部エッジにおける保持タブ を

、
　

上記垂直部材の下部エッジに
おける上記保持タブ が挿入 開口 の下部エッジ上に

、 上記垂直
部材の上部エッジにおける上記クリップ・フィンガが れる上部エッジを有して

　上記エンクロージャ装置の上部部材
、 締付タブは、上記エンクロージャの上記上部部材

が上記電気コネクタ取付プレート・アセンブリを含んでいる上記エンクロージャの下部部
材 に固定される時 、 上記電気コネクタ取付プレート
の上部エッジにおける上記定位置拘束タブと当接して、上記電気コネクタ取付プレートを
定位置に締付ける
ことを特徴とするディスク駆動装置のエンクロージャ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、コンピュータ・システムの分野に関し、さらに詳しくは、卓上型記憶装置とし
て使用されるディスク駆動装置が取付けられる機構に関している。
【０００２】
【従来の技術】
現在、コンピュータ産業のコスト・パフォーマンス競争のため、製品設計者には追加機能
を加えた低コストのシステムを製造することが要求されている。一般には、プロセッサを
さらに高速化し、メモリ容量を拡張し、ディスク記憶容量を増加することにより、または
それらのいずれかにより、機能を追加することができ、一方、代表的には、これらディバ
イスの製造コストを低減することにより、これら分野におけるコストを低減することがで
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上記

ディスク駆動装置からの配線ケーブルを取付けた
配設される

請求項２記載のディスク駆動装置のエンクロージャ装置において
電気コネクタの取付け可能な開口を有し、且つ、上部エッジにおけるクリップ・フィン

ガ (112)と定位置拘束タブ (118)および下部エッジにおける保持タブ (114, 116)を有する垂
直部材 (106)を備え、

上記エンクロージャ装置の後端部分に結合した電気コネクタ取付プレート・ホルダ (120
)を備え、その電気コネクタ取付プレート・ホルダ (120)は、上記垂直部材の下部エッジに
おける上記保持タブ (114, 116)が挿入される開口を有し、その開口の下部エッジ上に上記
保持タブ (114, 116)が載り、さらに、電気コネクタ取付プレート・ホルダ (120)は、上記
垂直部材の上部エッジにおける上記クリップ・フィンガが載せられる上部エッジを有して
いる

ディスク駆動装置のエンクロージャ装置であって、
からの を た 配設される

(104)を備え、その (
104)には、 の

(112)と (118)および (114, 116)
有する垂直部材 (106)が含まれており

上記エンクロージャ装置の後端部分に結合した電気コネクタ取付プレート・ホルダ (120
)を備え、その電気コネクタ取付プレート・ホルダ (120)は、

(114, 116) される を有し、その開口 上記
保持タブ (114, 116)が載り さらに電気コネクタ取付プレート・ホルダ (120)は

載せら おり
、

(12)にして、一対の締め付けタブ (130)を後端内面
に有する上部部材 (12)を備え それらの

(14) に 上記の締め付けタブ (130)は、



きる。しかし、実装効率によってもコストをさらに低減できる場合があり、その場合、コ
ンピュータ・システムは一層小型化され、関連システムは電子ディバイスにより一層高密
度に実装される。また、卓上型ワークステーション・コンセプトのコンピュータがユーザ
に受け入れられるよう、狭いワーク・スペースでも邪魔にならないさらに小さい装置を製
造することが設計に要求されている。利用者は、小さいフットプリントのコンピュータ・
モニタやアクセサリに慣れてきているので、たとえ新しいボックスが追加機能を有してい
ても、より大きいフットプリントの新しい装置を受け入れるには抵抗がある。
【０００３】
従来技術では、ディスク駆動装置は、一般に、ディスク駆動装置の各側面で固定して駆動
装置のエンクロージャ内に配置されていた。ディスクが駆動装置に配置されると、ディス
ク駆動装置は、駆動機構の回転圧力によってディスクの平面に振動力を生じるからである
。この平面は、ディスク駆動装置が直立位置にある場合、水平である。このため、一般に
、駆動装置の両側面をエンクロージャにまたは設置構造に固定することにより、これら振
動力を抑制することができる。その結果、駆動装置の両側面を締付けるには、上に積重ね
られた駆動装置を締付けるための十分な空間がエンクロージャ中になければならない。こ
の空間は、ファスナ（たとえば、ねじ、ボルト、コネクタ等）を挿入し駆動装置をエンク
ロージャ構造に結合するため駆動装置の両側にある。２つの駆動装置を並んで取付け可能
な他の取付方法では、駆動装置の両側面が固定されているスライド・アウト・アームを備
えたディスク駆動取付機構と、その後駆動装置のホルダに挿入される駆動装置を含み、第
２ホルダのスライド・アウト・アームは引き出され、第２駆動装置は駆動装置の両側面に
おいてアームに結合され、第２駆動装置は駆動装置のホルダに挿入される。この種の並列
配置は、２つの駆動装置の幅、スライド・アウト・アームの幅、各駆動装置の２つの側面
におけるコネクタ（たとえば、ねじ等）、および各駆動装置の各側面におけるチャネル・
ガイドの幅またはスライド・アウト・アームを乗せて移動させる同様の他の機構の幅を収
容するための十分な空間を、２つの駆動装置の平面に必要としている。組立時間の見地か
らは、この後者の工程は、各駆動装置の各側面を固定し、保持機構中にそれらを滑動させ
、各駆動装置を定位置に固定するための時間を要する。さらに、ディスク駆動装置のエン
クロージャ機構は、一般に、関連する電源装置および冷却ファンを簡単に収容するための
十分な空間を有し、かつ関連ケーブルおよびケーブル・コネクタをエンクロージャに取付
けるための適切な空間を有していなければならない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、効率的に組立てることができ、小型でしかも追加機能を有するコンピュータ
のモニタおよびアクセサリのエンクロージャを製造するため、革新的な実装および組立コ
ンセプトが現在要求されている。本発明はそれを実現することを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は、ディスク駆動装置の下側に取付けられた駆動ベリー・プレートと、ディスク駆
動装置の両側面ではなく一方の側面に設けた結合装置としか用いずに、最小のエンクロー
ジャに複数のディスク駆動装置を取付ける方法および装置を提供する。ディスク駆動装置
はしっかりと固定され、並んで取付けられた２つの駆動装置の隣接側の間の隙間を最少に
する。駆動ベリー・プレートは、駆動装置を取付ける上部構造の下部または中間クロス部
材の係合面に結合されている。本発明装置は、４個の３．５インチ・フォーム・ファクタ
のフル・ハイト・ディスク駆動装置、または６個の３．５インチ・フォーム・ファクタの
高さ１インチのディスク駆動装置を収容する。
【０００６】
ディスク駆動装置のエンクロージャ装置は、ディスク駆動装置が取付けられる上部構造を
含み、各ディスク駆動装置は、その一方の側面の結合装置と、上部構造の下および中間ク
ロス部材の各結合タブおよびスロットに固定するよう製造された各ディスク駆動装置の下
側に取付けられた結合プレートとによってのみ結合されている。
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【０００７】
ディスク駆動装置のケーブル・コネクタをディスク駆動装置のエンクロージャの後ろに、
ねじを用いずにしっかりと取付ける電気結合プレート・アセンブリにより取付け、ディス
ク駆動装置のエンクロージャ内に要する空間を減少することができる。電気結合プレート
・アセンブリは、エンクロージャの上部部材の内部後方に取付けられた締付タブにより定
位置に固定される。その際上部部材が下部部材に結合した時、コネクタ取付プレートの上
縁部における定位置拘束タブに当接させる。
また、本発明は、ディスク駆動装置のエンクロージャ装置の組立て方法、駆動装置を上部
構造に結合する方法、および電気コネクタをエンクロージャに結合する方法についても述
べている。
【０００８】
【実施例】
限られたスペースのエンクロージャ中に複数のディスク駆動装置を設置する方法および装
置について開示している。これらは、国際電気標準会議（ＩＥＣ）の検査規格集６９およ
び７２１を満たしており、各駆動装置の側面と底面でのみ結合すればよい。以下の説明に
おいて、特定の数、材料および構造は、本発明の理解を助けるためのものであって、本発
明は、これら特定な記載に限定されないことは当業者には明白であろう。
【０００９】
図１は、汎用マルチディスク駆動装置のエンクロージャを示している。本実施例では、エ
ンクロージャ１０は、高さ約１４４ミリメートル、幅２４４ミリメートル、奥行２６４ミ
リメートルの平行六面体の箱である。エンクロージャ１０は上部エンクロージャ部材１２
と下部エンクロージャ部材１４を有している。図２は、上部エンクロージャ部材１２を取
りはずして上部構造１６を露出させたディスク駆動装置のエンクロージャ１０を示してい
る。このようなマルチディスク駆動装置のエンクロージャはどんな大きさでもよいが、本
発明は、コストを最少にするため既存の部品を用いており、しかも先に離型した製品の上
に積重ねられるように箱の高さを最小にするとともに、エンクロージャのフットプリント
を最小にするよう設計されている。ディバイスのフットプリントとは、ディバイスが占め
るデスクの面積すなわち床面積のことである。
【００１０】
図３は上部構造１６の概要を示している。上部構造１６は、上部部材１８と、下部クロス
部材２２と、互いに実質的に平行した中間クロス部材２６と、上部部材１８と下部クロス
部材２２と中間クロス部材２６と実質的に直交した側部部材２０，２４とから成っている
。２つのクロス部材２２，２６しか有していないこの実施例の構造では、上部構造１６は
、４個の３．５インチ・フォームファクタのフル・ハイト・ディスク駆動装置を収容する
ことができる。別の構造では、同じ寸法の上部構造中に３つのクロス部材（１つの２２と
２つの２６）を有しており、３．５インチ・フォームファクタの高さ１インチのディスク
駆動装置を６個収容する。
【００１１】
図４は上部構造１６の分解図で、下部クロス部材２２と中間クロス部材２６上の設置領域
を示している。各設置領域は、下の方に図示されるようにディスク駆動装置の下部に取付
けられる駆動ベリー・プレート３２（図８）をしっかり保持するためのクリップ・フィン
ガ５４と左側タブ５０と右側タブ５２を有している。本実施例では、側部部材２０、２４
は上部部材１８と一体になっており、側部部材は上部部材から９０°下に屈曲している。
図５は、下部部材２２の片側にディスク駆動装置３０を配置し、一方をオープン・スロッ
トとした状態を示す上部構造１６の底面図である。このオープン・スロットの側には、開
口５８，６０とクリップ・フィンガ５４と左側保持タブ５０と右側保持タブ５２が示され
ている。これら保持タブ５０，５２と保持フィンガ５４は、ディスク駆動装置３０の下部
に取付けられた結合プレートとなる駆動ベリー・プレート３２のクリップ・プレート４２
と左側保持領域３８と右側保持領域４０と係合することによって、ディスク駆動装置３０
を押さえるのに使用される。駆動ベリー・プレート３２は図６においてより詳細に示され
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ている。図６は、ディスク駆動装置３０の下部３４に結合したプレート３２を示している
。プレート３２は、それぞれ２個づつ両側に設けらられた４つのねじ３６によりディスク
駆動装置３０に固定されている。
駆動ベリー・プレート３２は、上部構造の下部または中間クロス部材のクリップ・フィン
ガ（図５の参照番号５４）に係合するクリップ・プレート４２と、保持タブ（図５の参照
番号５０，５２）と係合する左側保持領域３８と右側保持領域４０を有している。駆動ベ
リー・プレート３２のノッチ４４は、上部構造の駆動スロットに駆動装置を正しく配置す
るのに使用される。
【００１２】
図７は上部構造の側部部材２４の詳細を示している。この側面図には、２つのディスク駆
動装置、下部クロス部材に取付けられた１つの駆動装置（図示せず）と、中間クロス部材
に取付けられた１つの駆動装置（図示せず）を有する４駆動構造が示されている。各駆動
装置は、その一方の側面の結合装置で側部部材２４に取付けられている。本実施例におけ
る結合装置は２つのねじ７０とそれを受ける部材である。下部クロス部材は、下部結合ス
ロット８０により側部部材２４に取付けられている。図示されている４駆動構造では、中
間クロス部材が中央結合スロット７２により側部部材２４に結合されている。６個の３．
５インチフォームファクタの高さ１インチのディスク駆動装置（上部構造の各側部部材に
３段）を収容している別の実施例では、２つの中間クロス部材を用いており、１方は上方
結合スロット７６に取付けられ、もう一方は下方結合スロット７４に取付けられる。なお
、同じ取付け方法を用いた別の構造も可能なことは当業者には明白であろう。さらに、本
実施例では、各駆動装置が、駆動装置の一方の側面でたった２個のナット７０により、か
つ駆動装置の底部においてはベリー・プレート３２により固定されているということを理
解することが重要である。これにより、同じクロス部材に取付けられた駆動装置間の隙間
は最少になり、しかも駆動装置が適切に機能するのに要する十分な構造的剛性も得られる
。本実施例では、同一平面にある駆動装置間の隙間は２ミリメートルである（図８の参照
番号９０）。
【００１３】
図８は、４駆動構造を示した上部構造１６の正面図である。ここには、下部クロス部材２
２と中間クロス部材２６と上部部材１８が示されている。押えコネクタ７８は、上部部材
１６をディスク駆動装置のエンクロージャに結合するのに使用される。下方右側のディス
ク駆動装置３０は、下部部材２２に結合されている。駆動ベリー・プレート３２は、ベリ
ー・プレート結合ねじ３６によりディスク駆動装置３０に結合され、ベリー・プレート３
２の左側保持領域３８と右側保持領域４０は、保持タブ５２，５０と係合している。図８
は、この構造において隣接する駆動装置の間の狭い隙間９０を示している。本実施例では
、この隙間は約２ミリメートルである。この隙間では、駆動装置の内部側面を保持するの
に固定ねじを使用できないことは明らかである。そのため、駆動装置の外側のねじ結合（
図７の参照番号７０）と駆動ベリー・プレート３２により、ディスク駆動装置を振動しな
いように取付けることができ、しかも組立時間を短縮するとともに、一方の側の部材から
別の側の部材への横方向の距離を最少にすることができる。
また、並んだ形でディスク駆動装置を設置する別の構造も可能で、その場合でも同様に、
互いに隣接した駆動装置の両側にコネクタは必要なく、組立工程は簡単になる。
本実施例では、上部構造ディバイスは亜鉛めっきされたＣＲＳ材料でできている。
【００１４】
本発明において使用されているようなディスク駆動装置は、通常、小型コンピュータ・シ
ステム・インタフェイス（ＳＣＳＩ）コネクタに接続したケーブルによりコンピュータ・
システムの他の部品に電気的に接続している。このようなコネクタは、通常、普通のねじ
によりディスク駆動装置のエンクロージャの内部後方に取付けられる。しかし、本実施例
では、フィンガを挿入し、ねじまたは保持部材を保持し、ディスク駆動装置のＳＣＳＩコ
ネクタを、一般に行なわれているようにねじで下部エンクロージャ部材１４に固定するに
は、上部構造１６と下部エンクロージャ部材１４の後側の間の空間は不十分である。した
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がって、ディスク駆動装置のエンクロージャに直接的にねじで接続しなくてもよい革新的
なＳＣＳＩコネクタのクリップ機構もまた本発明の一部を成している。
【００１５】
図９はディスク駆動装置３０からＳＣＳＩ取付プレート 104 へのケーブル 102 のＳＣＳＩ
コネクタ 100 の接続を示している。ＳＣＳＩ取付プレート 104 は、ＳＣＳＩコネクタがね
じ 110 により取付けられている開口 108 を有する垂直部材 106 から成り、垂直部材 106 は
、上部のクリップ・フィンガ 112 と下部の保持タブ 114,116 と取付プレートの上部の定位
置拘束タブ 118 とを有している。取付プレートはこの時点ではどこにも結合していないの
で、上部構造を駆動装置のエンクロージャの内側に取付ける前か、またはその後に、ＳＣ
ＳＩコネクタをこのＳＣＳＩ取付プレートに簡単に取付けることができる。
【００１６】
図１０は、ＳＣＳＩ取付プレート 104 とＳＣＳＩ取付プレート・ホルダ 120 との関係を示
している。ＳＣＳＩ取付プレート・ホルダ 120 は、図１２に示すように下部エンクロージ
ャ部材１４の内部後側に取付けられている。図１１は、ケーブル 102 が取付けられている
ＳＣＳＩ取付プレート 104 の側面図で、ＳＣＳＩ取付プレート 104 をプレート・ホルダ 12
0 に結合する方法を示している。保持タブ 114,116 は、開口 122 に挿入され、プレート・
ホルダ 120 の開口 122 の下部リップ 124 上に配置される。クリップ・フィンガ 112 はプレ
ート・ホルダ 120 の上部 126 に結合し、定位置拘束タブ 118 はプレート・ホルダ 120 の上
部 126 の上に延びている。
【００１７】
図１２において、一対の締付タブ 130 は上部エンクロージャ部材１２の内部後側に結合し
、これらタブは、定位置拘束タブ 118 と接触し、エンクロージャ自身にねじで取付ける必
要なくＳＣＳＩ取付プレート 104 をＳＣＳＩ取付プレート・ホルダ 120 およびディスク駆
動装置のエンクロージャにしっかりと締付けるのに使用される。
ＳＣＳＩ結合装置について、２つのケーブル回路に関して述べてきたが、ＳＣＳＩ結合装
置のアーキテクチャは他の構造のＳＣＳＩコネクタおよび他の種類の電気コネクタにも適
用でき、しかも述べられてきたディスク駆動取付アーキテクチャは、本発明の思想から離
れることなく他の環境および他の構造においても使用できることは当業者には明白であろ
う。
【００１８】
【発明の効果】
本発明は、小型の単一エンクロージャ中に複数のディスク駆動装置を簡単に組入れる装置
および方法を提供し、それにより、要求されるあらゆる振動規準を満たしながら、実装コ
ストおよびモジュールのフットプリント寸法を最小にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　汎用マルチディスク駆動装置のエンクロージャを示している。
【図２】　駆動装置のエンクロージャ中における上部構造の通常の位置を示している。
【図３】　上部構造の概要図である。
【図４】　上部構造の分解図である。
【図５】　取付ブラケットと取付けられたディスク駆動装置を示した上部構造の底面図で
ある。
【図６】　駆動ベリー・プレートを示している。
【図７】　上部構造の側部材を示している。
【図８】　上部構造の正面図である。
【図９】　ＳＣＳＩコネクタとＳＣＳＩ取付プレートの分解図である。
【図１０】　ＳＣＳＩ取付プレートを伴なったＳＣＳＩ取付ホルダの正面図である。
【図１１】　ＳＣＳＩ取付プレートを取付ホルダに挿入する方法を示した側面図である。
【図１２】　ディスク駆動装置のエンクロージャの上部により所定の場所に保持されてい
る、ＳＣＳＩ取付プレートと取付ホルダの側面図である。
【符号の説明】
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１０　　エンクロージャ、１２　　上部エンクロージャ部材、１４　　下部エンクロージ
ャ部材、１８　　上部部材、２０，２４　　側部部材、２２　　下部クロス部材、２６　
　中間クロス部材、３２　　駆動ベリー・プレート、３６，７０　　ねじ、３８　　左側
保持領域、４０　　右側保持領域、４２　　クリップ・プレート、４４　　ノッチ、５０
　　左側保持タブ、５２　　右側保持タブ、５４　　クリップ・フィンガ、 102 　　ケー
ブル、　　 104 　　ＳＣＳＩ取付プレート、 106 　　垂直部材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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